
 

　
　
　

は
じ
め
に

　

近
畿
を
中
心
に
営
ま
れ
て
い
る
地
蔵
盆
。
近
世
の
史
料
に
は
地
蔵
会
・
地
蔵
祭

な
ど
と
表
現
さ
れ
て
い
る
が
、
多
く
は
路
傍
に
祀
ら
れ
る
「
地
蔵
」
と
呼
ば
れ
る

石
仏
を
中
心
に
、
盂
蘭
盆
会
後
の
地
蔵
尊
縁
日
で
あ
る
八
月
二
四
日
前
後
（
近
世

は
七
月
）
に
、
町
な
ど
の
地
域
を
単
位
と
し
て
祭
祀
を
行
う
行
事
で
あ
る
。
地
蔵

盆
を
京
都
に
お
け
る
盆
行
事
の
特
色
の
一
つ
に
挙
げ
る
研
究
者
も
お 
り 
、
こ
の
行

（
１
）

事
を
詳
細
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
京
都
の
民
俗
を
理
解
す
る
上
で
も
重
要
な
課

題
の
一
つ
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

地
蔵
が
子
ど
も
を
守
護
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
夏
休
み
終
盤
の

子
ど
も
の
祭
り
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
が
、
近
年
は
少
子
高
齢
化
や
地
域
共
同

体
の
変
化
な
ど
に
よ
り
、
そ
の
有
り
様
も
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
こ
う
し
た
現
状
に

あ
っ
て
、
京
都
市
が
「
京
都
を
つ
な
ぐ
無
形
文
化
遺
産
」
に
選
定
す
る
な 
ど 
、「
地

（
２
）

蔵
盆
」
へ
の
関
心
は
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。
京
都
市
内
に
お
け
る
地
蔵
盆
行
事
の

調
査
報
告
も
伏
見
区
、
山
科
区
を
始
め
と
し
て
、
地
域
住
民
や
市
民
団
体
、
行
政
、
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近
畿
圏
を
中
心
に
濃
密
に
分
納
す
る
民
俗
行
事
で
あ
る
地
蔵
盆
へ
の
関
心
が
高
ま
っ

て
き
て
い
る
。
地
蔵
盆
に
つ
い
て
語
る
と
き
に
必
ず
触
れ
ら
れ
る
の
が
明
治
初
年
の
新

政
府
に
よ
る
地
蔵
の
撤
去
と
行
事
の
執
行
停
止
で
あ
る
。
一
度
禁
止
さ
れ
た
行
事
が
、

い
つ
ど
の
よ
う
に
復
活
し
、
現
在
の
よ
う
に
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
に
つ

い
て
、
先
行
研
究
で
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
京
都
に
お
い
て
は
、
明
治
一

六
年
（
一
八
八
三
）
に
京
都
府
の
布
達
甲
七
二
号
に
て
盂
蘭
盆
会
関
連
行
事
に
対
す
る

禁
令
の
「
取
消
」
が
行
わ
れ
、
こ
れ
に
と
も
な
っ
て
地
蔵
盆
も
復
興
し
て
い
た
。
京
都

府
の
布
達
は
新
聞
に
よ
っ
て
も
周
知
さ
れ
、
明
治
一
六
、
七
年
（
一
八
八
三
、
四
）
に

は
急
速
に
地
蔵
盆
が
復
興
し
た
。
ま
た
、
京
都
で
は
伝
統
へ
の
回
帰
意
識
が
高
ま
っ
て

い
た
時
期
で
も
あ
り
、
盂
蘭
盆
会
の
禁
止
取
消
の
布
達
が
、
新
政
府
に
よ
る
近
代
化
政

策
の
撤
回
と
受
け
と
め
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド：

地
蔵
盆
、
地
蔵
会
、
近
代
化
、
新
聞

K
ey
w
o
rd
s
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大
学
な
ど
を
中
心
に
進
め
ら
れ
て
き 
た 
。

（
３
）

　

こ
の
「
地
蔵
盆
」
を
論
じ
る
に
あ
た
っ
て
、
必
ず
言
及
さ
れ
る
の
が
、
明
治
の

近
代
化
政
策
に
と
も
な
っ
て
「
地
蔵
」
の
石
仏
な
ど
が
撤
去
さ
れ
、
地
蔵
会
な
ど

の
執
行
が
禁
止
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
近
代
に
な
っ
て
撤
去
さ
れ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、「
地
蔵
」
を
祀
る
祠
が
無
数
に
京
都
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
は
、
京
都
を

歩
け
ば
す
ぐ
に
わ
か
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
禁
止
さ
れ
た
筈
の
「
地
蔵
」
を
祀

る
行
事
も
、
現
在
で
は
少
子
化
な
ど
に
よ
り
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
地
域
も
あ

る
と
は
い
え
、
今
な
お
各
地
で
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
問
題
に
な
る
の

が
、
明
治
初
期
の
地
蔵
会
停
止
の
実
効
性
と
、
復
興
の
時
期
、
そ
の
経
緯
で
あ
る
。

　

地
蔵
盆
に
つ
い
て
詳
細
な
調
査
に
よ
り
、
包
括
的
な
整
理
を
し
た
林
英
一 
は 
、

（
４
）

こ
の
問
題
に
つ
い
て
も
史
料
や
聞
き
書
き
を
駆
使
し
て
詳
細
に
論
じ
て
い 
る 
。
明

（
５
）

治
初
年
、
各
地
で
地
蔵
会
や
盂
蘭
盆
会
に
か
か
る
諸
行
事
を
禁
止
す
る
法
令
が
出

さ
れ
て
お
り
、
京
都
で
も
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
に
地
蔵
の
撤
去
を
命
じ
る
と

と
も 
に 
、
翌
五
年
七
月
に
盂
蘭
盆
会
や
盆
踊
り
、
六
斎
念
仏
な
ど
を
禁
止
す
る
布

（
６
）

達
が
出
さ
れ
て
い 
る 
。
林
は
、
近
代
初
頭
の
地
蔵
撤
去
命
令
に
よ
り
、
従
来
の

（
７
）

「
地
蔵
祭
」「
地
蔵
会
」
が
断
絶
し
、
明
治
半
ば
以
降
に
な
っ
て
「
地
蔵
盆
」
と

し
て
復
活
し
た
と
し
た
。
つ
ま
り
、
近
世
と
近
代
の
断
絶
を
重
視
す
る
の
で
あ
る

が
、
一
方
で
林
は
そ
の
復
興
の
時
期
に
つ
い
て
、「
明
治
の
初
め
こ
ろ
に
は
地
蔵

を
祀
る
よ
う
に
な
っ
た
と
の
伝
承
が
多
く
聞
か
れ
」
る
と
し
、「
文
字
記
録
は
今

の
と
こ
ろ
見
つ
か
っ
て
い
な
い
」
が
「
復
活
は
明
治
半
ば
頃
と
み
る
の
が
妥
当
で

あ
ろ
う
」
と
論
じ
て
い
る
。
地
蔵
会
・
地
蔵
盆
の
近
世
〜
近
代
の
断
絶
、
連
続
を

評
価
す
る
う
え
で
は
、
地
蔵
会
が
中
絶
し
て
い
る
期
間
が
ど
の
程
度
で
、
ど
の
よ

う
に
復
活
し
た
か
は
重
要
な
指
標
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
民
衆
思
想
史
の
安
丸
良
夫
は
、
明
治
政
府
が
近
代
化
政
策
の
な
か
で
盆

行
事
な
ど
の
民
俗
を
禁
圧
し
て
い
っ
た
こ
と
な
ど
に
近
代
と
民
俗
の
対
抗
を
捉
え
、

こ
れ
を
「
文
化
の
戦
場
」
と
呼
ん
だ
。
そ
し
て
、「
民
俗
、
と
り
わ
け
広
義
の
宗

教
的
な
そ
れ
を
め
ぐ
る
対
応
こ
そ
が
、
地
域
・
民
衆
・
伝
統
文
化
と
国
家
・
エ

リ
ー
ト
・
文
明
の
対
抗
の
も
っ
と
も
具
体
的
な
核
心
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と

論
じ
て
い 
る 
。
こ
う
し
た
指
摘
を
う
け
と
め
る
な
ら
ば
、
問
題
は
地
蔵
会
だ
け
に

（
８
）

と
ど
ま
ら
な
い
。
そ
の
停
止
と
復
興
の
過
程
は
、
民
衆
と
近
代
化
の
「
核
心
」
を

考
え
る
う
え
で
も
重
要
な
事
象
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
京
都
の
具
体
的
な
事
例
を
通
し
て
、
こ
れ
ま
で
漠
然
と
論

じ
ら
れ
て
き
た
「
地
蔵
会
」（
地
蔵
盆
）
の
復
興
時
期
と
そ
の
過
程
を
明
ら
か
に

す
る
と
と
も
に
、
地
蔵
会
復
興
の
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
見
通
し
を
示
し
た
い
。

　
　
　

一　

下
京
区
真
町
と
「
鬼
門
除
ヶ
地
蔵
尊
」

　

下
京
区
真
町
は
、
四
条
通
木
屋
町
周
辺
の
繁
華
街
に
あ
た
る
。
こ
の
真
町
で
は
、

少
な
く
と
も
幕
末
の
時
点
で
は
「
地
蔵
会
」
が
執
行
さ
れ
て
い 
た 
。「
地
蔵
」
は
、

（
９
）

こ
の
町
の
鬼
門
に
当
た
り
、
高
瀬
川
沿
い
の
「
濱
地
」
と
呼
ば
れ
る
場
所
に
祀
ら

れ
て
い
た
よ
う
で
「
鬼
門
除
ヶ
地
蔵
尊
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
近
代
に

な
る
と
「
地
蔵
」
は
撤
去
さ
れ
て
近
く
の
寺
院
、
勝
円
寺
に
預
け
ら
れ
た
よ
う
だ
。

　

こ
の
「
地
蔵
」
が
預
け
先
の
勝
円
寺
か
ら
町
に
戻
り
、「
地
蔵
会
」
が
復
活
し

た
際
の
経
緯
を
記
し
た
史
料
が
あ
る
。
や
や
長
文
に
わ
た
る
が
次
に
全
文
を
挙
げ
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て
お
く
。

【
史
料
�
】

　
　
　

地
蔵
会
再
興
之
記

　

一
従
来
当
町
内
濱
地
岡
沢
重
兵
衛
角
、
則
当
町
鬼
門
除
ヶ
之
所
ニ
堂
宇
有
之
、

例
年
地
蔵
会
執
行
致
来
リ
候
処
、
明
治 　
　
 
年
本
府
� 　
　
 
号
布
達
ニ
依
リ

（
マ
マ
） 

（
マ
マ
）

地
蔵
会
其
他
盆
祭
リ
等
種
々
為
廃
止
、
依
而
不
得
止
長
寺
勝
圓
寺
へ
預
ヶ
有

之
候
処
、
今
般
本
府
� 　
　
 
号
布
達
ニ
依
リ
前
顕
布
達
取
消
相
成
候
ニ
就
テ

（
マ
マ
）

ハ
町
中
協
議
之
上
、
本
年
ヨ
リ
再
興
可
致
様
決
定
相
成
、
則
当
町
濱
地
益
本

小
ふ
じ
納
屋
ニ
於
テ
廿
日
ヨ
リ
再
会
ス
、
恰
好
嵯
峨
清
凉
寺
釈
尊
出
開
帳
有

之
故
ニ
、
廿
二
日
同
方
丈
ニ
依
頼
シ
午
前
�
八
時
開
元
ス
、
廿
三
日
午
後
�

五
時
例
ニ
依
リ
百
万
遍
念
仏
執
行
、
廿
四
日
無
滞
地
蔵
会
終
ル
、
向
後
従
前

之
通
リ
濱
地
ニ
堂
宇
再
建
ス
ル
ニ
決
シ
、
地
蔵
会
之
儀
者
御
千
度
当
家
、
同

跡
当
家
合
テ
八
軒
ニ
テ
万
端
諸
世
話
致
、
供
養
之
儀
者
入
費
帳
ニ
有
之
、
依

而
参
考
ス
可
シ

　

本
史
料
は
一
紙
に
記
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
下
書
き
か
草
稿
と
見
ら
れ
、
空
白
に

な
っ
て
い
る
部
分
も
あ
る
。
こ
れ
だ
け
で
は
、
本
文
中
の
「
本
年
」
が
い
つ
の
こ

と
か
分
か
ら
な
い
の
だ
が
、
少
な
く
と
も
「
地
蔵
会
」
が
こ
の
時
点
で
再
開
さ
れ
、

折
良
く
近
く
に
来
て
い
た
嵯
峨
釈
迦
堂
の
方
丈
に
よ
っ
て
開
眼
供
養
が
行
わ
れ
、

か
つ
て
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
に
百
万
遍
念
仏
も
執
行
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま

た
、「
従
前
之
通
リ
濱
地
ニ
堂
宇
再
建
」
す
る
こ
と
な
ど
が
決
め
ら
れ
る
と
と
も

に
、「
地
蔵
会
」
の
運
営
は
「
御
千
�
」
と
呼
ば
れ
る
町
の
行
事
を
担
当
す
る
「
当

家
」
と
そ
の
「
跡
当
家
」
が
取
り
仕
切
る
こ
と
も
決
定
し
た
。
こ
う
し
た
永
続
的

（　

）
10１

（　

）
11度

な
祭
祀
施
設
の
建
設
と
運
営
組
織
の
決
定
は
、「
地
蔵
会
」
復
興
が
当
年
限
り
の

も
の
で
は
な
く
、
持
続
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
企
図
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て

い
る
だ
ろ
う
。

　

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、「
今
般
本
府
� 　
　
 
号
布
達
ニ
依
リ
前
顕
布
達
取

（
マ
マ
）

消
相
成
候
」
の
部
分
で
あ
る
。「
地
蔵
会
其
他
盆
祭
リ
等
」
を
停
止
す
る
布
達
を

撤
回
す
る
布
達
が
京
都
府
か
ら
出
さ
れ
た
こ
と
が
契
機
と
な
り
、「
地
蔵
会
」
が

復
活
し
た
こ
と
に
な
る
。

　

そ
こ
で
、「
地
蔵
会
」
再
開
の
時
期
が
問
題
に
な
る
の
だ
が
、
こ
の
点
は
「
地

蔵
会
」
に
あ
た
っ
て
「
諸
錺
リ
物
新
調
」
の
た
め
に
寄
附
が
集
め
ら
れ
た
際
の

「
鬼
門
除
ヶ
地
蔵
尊
有
志
�
」
な
ど
に
「
明
治
十
六
年
八
月
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

明
治
一
六
年
（
一
八
八
三
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
帳
簿
の
冒

頭
に
は
募
縁
の
趣
旨
が
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

【
史
料
２
】

　

一
当
町
内
鬼
門
除
ヶ
地
蔵
尊
、
長
寺
勝
円
寺
へ
預
ヶ
置
候
処
、
今
般
当
町
江
奉

迎
本
月
廿
二
日
、
廿
三
日
地
蔵
会
相
勤
候
ニ
付
、
諸
錺
リ
物
新
調
致
度
、
依

テ
有
志
御
頼
申
上
候
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

真
町

　
　

八
月　
　
　
　
　
　
　
　
　

総
代
（
印
）

　

つ
ま
り
、
勝
円
寺
に
預
け
て
い
た
「
地
蔵
」
が
明
治
一
六
年
（
一
八
八
三
）
に

町
に
戻
っ
て
き
て
、「
地
蔵
会
」
を
勤
め
る
こ
と
に
な
り
、「
地
蔵
」
不
在
の
間
に

失
わ
れ
て
い
た
荘
厳
具
な
ど
を
改
め
て
整
え
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
た
た
め
に
寄

付
が
集
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（　

）
12簿
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ま
た
、
真
町
の
「
日
記
簿
」
に
は
、
明
治
一
六
年
（
一
八
八
三
）
の
部
分
に
次

の
よ
う
な
町
か
ら
警
察
と
区
に
提
出
さ
れ
た
届
書
の
写
し
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

【
史
料
�
】

　
　

御
届
書

本
月
廿
二
日
、
廿
三
日
両
日
、
当
町
高
瀬
四
条
上
ル
益
本
小
ふ
じ
方
ニ
テ
地
蔵

会
執
行
仕
度
候
ニ
付
、
往
来
之
妨
害
ニ
不
相
成
様
仕
候
ニ
付
、
此
段
御
届
仕
候

也

　
　
　
　
　
　
　
　

下
京
区
第
拾
四
組
真
町

　
　

明
治
十
六
年
八
月
廿
一
日　

総
代　

藤
田
七
兵
衛

　
 
警 　
（
マ
マ
）

　

警
部
御
中

　

右
同
断

　
　

八
月
廿
二
日　

総
代　

藤
田
七
兵
衛

　

下
京
区
長
竹
村
藤
兵
衛
殿

　
「
地
蔵
会
」
の
執
行
に
あ
た
り
、
道
路
使
用
な
ど
の
許
可
を
得
る
必
要
が
あ
っ

た
関
係
で
、
町
か
ら
届
が
出
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
か
か
る
文
書
が
警
察
や
区
と

い
っ
た
公
的
機
関
に
提
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
盆
行
事
の
執
行
を
禁
ず
る

よ
う
な
法
令
が
撤
回
さ
れ
、「
地
蔵
会
」
な
ど
を
行
う
こ
と
が
許
容
さ
れ
た
こ
と

を
う
か
が
わ
せ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
本
当
に
明
治
一
六
年
（
一
八
八
三
）
に
「
地
蔵
会
」
の
執
行
を
禁

じ
た
布
達
を
撤
回
す
る
よ
う
な
布
達
が
出
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

 

（　

）
13３

　
　
　

二　

盂
蘭
盆
会
等
禁
止
令
の
「
取
消
」

　

真
町
の
「
地
蔵
会
再
興
之
記
」
に
は
、
問
題
と
な
る
布
達
の
番
号
は
も
と
よ
り

年
代
す
ら
記
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
明
治
一
六
年
（
一
八
八
三
）
八
月
以
前

の
『
京
都
府
布
令
集
』
を
見
て
い
く
と
次
の
よ
う
な
布
達
が
出
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
気
付
く
。

【
史
料
�
】

　

甲
第
七
十
二
号

明
治
五
年
七
月
当
庁
第
百
五
十
七
号
布
達
ハ
詮
議
之
次
第
有
之
、
取
消
之
条
、

此
旨
布
達
候
事

　
　

明
治
十
六
年
七
月
廿
三
日　
　
　
　
　
　

京
都
府
知
事　

北
垣
国
道

　

こ
こ
で
「
取
消
」
さ
れ
た
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
七
月
の
第
一
五
七
号
京
都

布
達
と
は
、「
盂
蘭
盆
会
ト
称
シ
」
て
行
わ
れ
る
行
事
や
「
送
リ
火
」「
或
ハ
川
施

餓
鬼
・
六
斎
念
仏
・
歌
念
仏
」「
六
道
迷
ヲ
免
ル
迚
、
堂
塔
一
夜
ヲ
明
シ
、
又
ハ

千
日
ノ
功
徳
ニ
充
ル
ト
テ
之
か
為
ニ
数
里
之
歩
ヲ
運
フ
等
」
を
「
自
今
一
切
令
停

止
」
し
た
も
の
で
あ
る
。
直
接
「
地
蔵
会
」
に
言
及
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
盂

蘭
盆
会
を
筆
頭
に
盆
前
後
に
行
わ
れ
る
諸
行
事
が
や
り
玉
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
布

達
の
時
期
が
盂
蘭
盆
会
を
目
前
に
し
た
七
月
八
日
（
太
陽
暦
へ
の
改
暦
は
翌
六
年
）

で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
も
、
盆
行
事
全
般
に
わ
た
る
規
制
を
意
図
し
た
も
の
で

あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
明
治
初
年
に
は
近
代
化
を
目
指
す
政
府
に
よ
っ
て
、
加
持
祈
祷
や

日
待
月
待
、
道
祖
神
祭
、
若
者
組
、
混
浴
と
い
っ
た
多
様
な
近
世
以
来
の
風
俗
や

（　

）
14４
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習
慣
が
規
制
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
�
。
先
の
盂
蘭
盆
会
を
は

じ
め
と
し
た
行
事
の
禁
令
も
ま
た
、
こ
う
し
た
明
治
政
府
に
よ
る
近
代
化
の
指
向

の
な
か
で
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
か
か
る
啓
蒙
主
義
に
裏
付
け
ら
れ

た
規
制
は
「
強
権
的
な
も
の
と
い
う
よ
り
も
、
は
る
か
に
権
威
づ
け
ら
れ
た
文
明

や
進
歩
の
立
場
か
ら
、
人
び
と
に
迫
�
」
も
の
で
あ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
れ
が
「
取
消
」
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
の
「
取
消
」
が
如
何
な
る
理
由
で
な
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
幸
い
に
し
て

布
達
に
か
か
る
次
の
起
案
文
書
か
ら
明
ら
か
に
な
る
。

【
史
料
�
】

　

五
年
第
百
五
十
七
号
達
取
消
達
案
伺

盂
蘭
盆
会
・
六
斎
念
仏
等
差
止
之
義
、
明
治
五
年
第
百
五
十
七
号
ヲ
以
達
相
成

居
候
処
、
右
ハ
該
宗
（
教
上
）
之
法
会
ニ
付
、
行
政
上
差
障
無
之
上
ハ
、
可
差

止
筋
ニ
モ
無
之
モ
ノ
ト
相
考
へ
、
且
又
右
達
ハ
方
今
裁
制
之
力
無
之
モ
ノ
ニ
付
、

警
察
官
吏
ニ
於
テ
差
止
ハ
唯
ニ
説
議
解
散
セ
シ
ム
ル
ノ
外
致
方
無
之
候
処
、
昨

年
ナ
ト
ハ
已
ニ
続
々
執
行
候
ヲ
見
受
候
付
、
当
年
ハ
定
テ
昨
年
ニ
倍
シ
モ
ノ
ト

推
察
致
候
間
、
到
底
説
議
モ
相
届
難
キ
ト
相
考
候
、
付
テ
ハ
空
也
堂
住
職
ヨ
リ

公
然
執
行
之
義
別
帋
之
通
願
出
候
得
共
、
本
達
御
取
消
不
相
成
以
上
ハ
難
聞
届

旨
御
指
合
可
相
成
モ
ノ
ニ
テ
実
際
執
行
候
モ
ノ
ハ
其
執
行
ニ
任
セ
裁
制
ス
ル
�

能
ハ
ス
、
願
出
ル
モ
ノ
ハ
難
聞
届
旨
御
指
合
可
相
成
候
テ
ハ
彼
是
矛
盾
不
都
合

ト
相
考
候
、
右
達
中
不
熟
之
菓
物
ヲ
喰
ヒ
腐
敗
ノ
飯
食
云
々
等
ノ
如
キ
ハ
予
テ

衛
生
上
ノ
布
達
モ
有
之
義
付
、
本
達
御
取
消
相
成
候
モ
差
支
ノ
義
ハ
無
之
ト
存

候
間
、
右
達
ハ
御
取
消
相
成
候
方
可
然
ト
見
込
候
条
、
達
案
左
ニ
相
伺
候
也

（　

）
15る

（　

）
16る

（　

）
17５

但
、
本
案
御
裁
可
ノ
上
ハ
空
也
堂
願
聞
届
相
成
可
然
ト
存
候
へ
共
、
別
帋
指

合
候
■
案
併
セ
テ
相
伺
候
也

　

ま
ず
、
冒
頭
に
「
盂
蘭
盆
会
・
六
斎
念
仏
等
差
止
」
に
つ
い
て
、「
行
政
上
差

障
無
之
上
ハ
」
禁
止
す
る
に
は
及
ば
な
い
と
い
う
認
識
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
実
態
と
し
て
、
警
察
官
吏
が
「
説
議
解
散
セ
シ
ム
ル
ノ
外
」
に
は
「
裁
制

之
力
」
も
な
く
、「
昨
年
ナ
ト
ハ
已
ニ
続
々
執
行
候
ヲ
見
受
候
」
と
い
う
状
態
で

あ
り
、
今
後
も
増
加
が
予
想
さ
れ
る
と
い
う
。

　

こ
う
し
た
現
状
に
あ
っ
て
、
布
達
取
消
を
決
断
さ
せ
た
直
接
の
契
機
が
「
空
也

堂
住
職
ヨ
リ
公
然
執
行
之
義
」
が
願
い
出
ら
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
も
は
や
空
也

堂
か
ら
の
申
請
を
拒
む
理
由
も
な
い
が
、
こ
れ
に
対
し
て
許
可
を
与
え
る
に
は

「
本
達
御
取
消
不
相
成
以
上
ハ
」
府
の
方
針
と
し
て
整
合
性
を
担
保
で
き
な
い
。
そ

こ
で
、
ま
ず
盂
蘭
盆
会
や
六
斎
念
仏
を
禁
止
す
る
布
達
を
取
り
消
し
、「
本
案
御

裁
可
ノ
上
ハ
空
也
堂
願
聞
届
相
成
可
然
」
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
こ
の
明
治
一
六
年
（
一
八
八
三
）
に
出
さ
れ
た
布
達
に
は
、
盆
行
事
が

「
続
々
執
行
」
さ
れ
て
い
る
と
は
あ
る
が
、
行
事
の
再
開
が
こ
の
時
点
で
既
に
広

く
行
わ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。「
昨
年
ナ
ト
ハ
」
と
あ
る
こ

と
か
ら
、
目
に
付
く
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
前
年
の
明
治
一
五
年
（
一
八
八
二
）

か
、
せ
い
ぜ
い
数
年
前
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。「
当
年
ハ
定
テ
昨
年
ニ
倍
シ
モ
ノ
ト

推
察
」
と
い
う
表
現
も
前
年
ま
で
に
再
開
す
る
と
こ
ろ
が
急
増
し
、
そ
の
勢
い
を

と
め
ら
れ
そ
う
に
な
い
と
い
う
当
局
の
認
識
を
示
唆
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
こ
う
し

た
様
子
を
見
極
め
た
う
え
で
、
京
都
近
郊
の
六
斎
念
仏
集
団
を
統
括
し
て
い
た
空

也
堂
が
、
正
式
な
復
活
を
願
い
出
た
の
で
あ
る
。

村上：近代京都における地蔵会の復興
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空
也
堂
は
、
明
治
一
六
年
（
一
八
八
三
）
七
月
一
二
日
に
六
斎
念
仏
執
行
に
つ

い
て
、
過
去
の
経
緯
を
記
し
た
書
類
を
作
成
し
た
よ
う
�
。
こ
れ
が
京
都
府
に
提

出
さ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
、【
史
料
５
】
の
「
立
案
」
日
は
同
日
の
明
治
一
六
年

七
月
一
二
日
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
六
斎
念
仏
の
執
行
が
公
認
さ
れ
た
空
也
堂
で
は
、
翌
年
ま
で
に
は
指

揮
下
に
あ
る
六
斎
念
仏
集
団
に
対
す
る
「
定
則
」
を
定
め
て
い
る
。
上
鳥
羽
の
六

斎
念
仏
講
中
に
伝
わ
る
「
定
則
」
を
見
よ
う
。

　
【
史
料
�
】

　
　

定
則

一
例
年
七
月
三
十
日
迄
ニ
修
業
人
員
届
出
ル
事

一
同
八
月
十
日
印
鑑
及
人
別
鑑
札
下
渡
ス
事

　

但
鑑
札
料
同
日
上
納
ノ
コ
ト

一
新
規
并
再
興
願
モ
前
同
断
ノ
事

　

但
願
書
ハ
取
締
講
奥
印
ヲ
要
ス

一
例
年
九
月
十
日
限
印
鑑
及
鑑
札
返
納
ノ
事

一
他
国
ヱ
臨
時
出
修
行
ハ
出
歩
十
日
以
前
届
差
出
シ
鑑
札
申
請
候
事

　

但
鑑
札
料
ハ
即
日
上
納
ノ
事

　

右　
　
　
　
　
　
　
 
本
山
空
也
堂

　

明
治
十
七
年
八
月　
　
 
極
楽
院
執
事
﹇
印
﹈

　
　

南
組

　
　
　

六
斎
講
取
締
中

　

空
也
堂
は
、
六
斎
念
仏
の
講
中
に
対
し
て
、
事
前
に
届
け
出
さ
せ
た
上
で
鑑
札

（　

）
18だ

（　

）
19６

を
発
行
し
、
鑑
札
料
を
と
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、「
新
規
并
再
興
」

に
つ
い
て
も
規
定
し
て
お
り
、
明
治
一
七
年
（
一
八
八
四
）
前
後
に
「
再
興
」
を

目
指
す
六
斎
念
仏
団
体
が
存
在
し
て
い
た
の
み
な
ら
ず
、「
新
規
」
に
始
め
る
集

団
も
想
定
し
う
る
状
況
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
空
也
堂
配
下
の

六
斎
念
仏
集
団
を
書
き
上
げ
た
明
治
一
七
年
八
月
の
「
六
斎
念
仏
収
納
録
」
が
存

在
し
て
た
よ
う
だ
�
、
こ
れ
は
、
明
治
一
七
年
に
六
斎
念
仏
が
再
興
さ
れ
て
い
く

過
程
で
、
空
也
堂
か
ら
鑑
札
を
う
け
た
念
仏
集
団
の
台
帳
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た

も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　　
　
　

三　

明
治
一
六
年
甲
七
二
号
布
達
の
影
響

　

と
こ
ろ
で
、
盂
蘭
盆
会
な
ど
の
停
止
令
を
取
り
消
し
た
【
史
料
４
】
の
布
達
だ

が
、
こ
の
本
文
を
一
見
す
る
限
り
、
と
て
も
盆
行
事
を
解
禁
し
て
い
る
よ
う
に
は

思
え
な
い
。「
明
治
五
年
七
月
当
庁
第
百
五
十
七
号
布
達
」
を
取
り
消
す
と
い
わ

れ
て
も
、
多
く
の
京
都
府
民
に
は
内
容
を
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
だ
ろ

う
。
に
も
か
か
わ
ず
、
盆
行
事
が
復
活
し
て
い
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

　

こ
れ
に
は
新
聞
が
ひ
と
役
買
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
明
治
一
六
年
七
月
二
三

日
付
に
か
か
る
【
史
料
４
】
の
布
達
は
、
七
月
二
七
日
の
『
京
都
滋
賀
新
報
』「
京

都
府
録
事
」
の
欄
に
掲
載
さ
れ
た
。
そ
の
二
日
後
、『
京
都
滋
賀
新
報
』「
雑
報
」

欄
に
次
の
よ
う
な
解
説
記
事
が
載
っ
て
い
る
。

【
史
料
�
】

○
取
消
布
達　

前
々
号
の
官
令
欄
内
に
載
せ
た
る
如
く
今
回
北
垣
京
都
府
知
事

（　

）
20が

（　

）
21７
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ハ
詮
議
の
次
第
あ
り
と
て
甲
第
七
十
二
号
を
以
て
明
治
五
年
七
月
第
百
五
拾
七

号
の
布
達
を
取
消
さ
れ
た
り
今
そ
の
百
五
拾
七
号
布
達
の
全
文
を
左
に
掲
ぐ

　
　
 
（
布
達
省
略
）

右
に
付
て
ハ
本
年
よ
り
定
め
て
盂
蘭
盆
会
に
ハ
市
在
と
も
一
層
賑
は
し
き
景
況

な
ら
ん

　

こ
の
記
事
は
、
布
達
そ
の
も
の
の
文
章
か
ら
は
読
み
取
る
こ
と
の
難
し
い
、
取

り
消
さ
れ
た
布
達
の
内
容
を
示
し
た
う
え
で
、「
本
年
よ
り
」
盂
蘭
盆
会
が
盛
ん

に
な
る
だ
ろ
う
と
、
盂
蘭
盆
会
の
解
禁
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
当
初
の
布

達
だ
け
で
は
何
を
「
取
消
」
し
た
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
人
び
と
も
、
そ
の
本
質
を

理
解
し
た
で
あ
ろ
う
。

　

真
町
の
【
史
料
１
】
に
お
い
て
、
こ
の
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
の
布
達
が

「
地
蔵
会
其
他
盆
祭
リ
等
種
々
為
廃
止
」
を
命
じ
た
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い
た
こ

と
も
想
起
さ
れ
る
。
社
会
的
に
は
「
地
蔵
会
」
も
含
む
広
い
意
味
で
盂
蘭
盆
会
に

関
連
し
た
前
後
の
行
事
全
般
へ
の
禁
令
と
受
け
と
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
。

　

そ
れ
故
に
こ
そ
「
前
顕
布
達
取
消
相
成
」
を
う
け
て
、
こ
の
年
の
八
月
に
は
、

は
や
く
も
六
斎
念
仏
や
盂
蘭
盆
会
の
諸
行
事
の
み
な
ら
ず
、
各
地
で
「
地
蔵
盆
」

が
復
活
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
次
の
史
料
を
ご
覧
頂
き
た
い
。

　
【
史
料
�
】

○
地
蔵
盆　

京
都
の
俗
に
地
蔵
盆
と
称
へ
来
る
廿
二
三
四
の
三
日
間
を
以
て
各

町
毎
に
飾
り
あ
る
地
蔵
を
盛
ん
に
祭
り
て
少
年
輩
が
頻
り
に
騒
ぎ
ま
は
る
こ
と

な
る
が
往
に
槇
村
前
知
事
の
一
号
令
に
依
つ
て
此
祭
事
等
を
禁
ぜ
ら
れ
地
蔵
ハ

（　

）
22８

最
寄
の
寺
院
に
送
り
又
ハ
各
町
の
路
次
等
に
秘
め
あ
り
し
が
今
度
甲
第
七
十
二

号
の
布
達
に
依
り
て
此
禁
を
解
か
れ
し
よ
り
本
年
ハ
盛
ん
に
其
祭
典
を
行
ハ
ん

と
頻
り
に
此
事
に
奔
走
す
る
町
々
も
あ
れ
ど
如
何
せ
ん
当
時
已
に
幕
其
他
の
も

の
ま
で
売
払
ひ
た
る
向
も
少
な
か
ら
ざ
れ
バ
右
等
を
新
調
せ
ん
た
め
例
の
戸
別

に
割
付
る
ゆ
ゑ
下
等
社
会
ハ
大
い
に
苦
情
を
鳴
ら
す
趣
き
な
り

　

こ
こ
で
は
、
明
ら
か
に
「
甲
第
七
十
二
号
の
布
達
」
が
「
地
蔵
盆
」
の
解
禁
と

受
け
と
め
ら
れ
、
各
町
で
地
蔵
会
の
再
興
に
奔
走
す
る
様
子
が
活
写
さ
れ
て
い
�
。

し
か
も
、
幕
な
ど
の
行
事
に
使
う
道
具
類
を
手
放
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
新
調
し

て
行
事
に
間
に
合
わ
せ
る
た
め
に
松
方
デ
フ
レ
の
渦
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
各
戸
に

負
担
を
強
い
た
た
め
、
低
所
得
者
か
ら
不
満
の
声
が
あ
が
っ
て
い
た
こ
と
も
わ
か

る
。
本
稿
で
見
た
真
町
の
【
史
料
２
】
も
ま
さ
に
こ
う
し
た
行
事
復
活
に
か
か
る

史
料
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
明
治
一
六
年
（
一
八
八
三
）
の
布
達
を
機
に
、
地
蔵

会
の
再
興
を
急
い
だ
町
は
真
町
だ
け
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

な
お
、
こ
こ
で
注
意
を
喚
起
し
て
お
き
た
い
の
は
、【
史
料
８
】
に
お
い
て
「
地

蔵
盆�

」
の
称
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。「
地
蔵
盆
」
と
い
う
呼
称
が
近
世

に
も
使
用
例
が
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
林
の
指
摘
が
あ
る
�
、
や
は
り
近
世

に
は
「
地
蔵
会
」「
地
蔵
祭
」
が
一
般
的
で
あ
り
、
事
実
【
史
料
１
】【
史
料
２
】

を
見
て
も
真
町
で
は
「
地
蔵
会
」
と
い
う
名
称
が
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

あ
る
い
は
、
盂
蘭
盆
会
な
ど
の
行
事
禁
止
を
取
り
消
す
「
甲
第
七
十
二
号
の
布
達
」

に
伴
っ
て
、
地
蔵
を
祀
る
行
事
が
再
興
さ
れ
て
い
く
過
程
で
、
盂
蘭
盆
会
に
関
連

す
る
行
事
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
意
識
さ
れ
て
、「
地
蔵
会
」
再
興
が
正
当
化
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
新
聞
記
事

（　
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を
通
し
て
、
盆
行
事
と
の
関
連
性
を
含
意
す
る
「
地
蔵
盆
」
の
呼
称
が
普
及
し
て

い
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
�
。

　

明
治
一
六
年
（
一
八
八
三
）
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、
地
蔵
会
の
復
活
に
加
え
て
、

六
斎
念
仏
の
再
興
が
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
他
の
京
都
の
盆
行
事
も
一
気
に
息
を
吹

き
返
し
て
い
っ
た
で
あ
ろ
う
。
か
つ
て
の
よ
う
に
「
従
来
之
流
弊
」
と
切
り
捨
て
、

「
自
今
一
切
令
停
止
」
と
し
て
抑
圧
す
る
京
都
府
の
方
針
か
ら
一
転
し
て
、
こ
の

よ
う
な
方
向
転
換
が
な
さ
れ
た
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。

　

ひ
と
つ
は
、
京
都
府
知
事
の
交
代
で
あ
る
。
明
治
一
四
年
（
一
八
八
一
）
に
槇

村
正
直
に
代
わ
っ
て
琵
琶
湖
疏
水
の
建
設
で
知
ら
れ
た
北
垣
国
道
が
知
事
と
し
て

赴
任
し
た
。
槇
村
知
事
の
「
干
渉
主
義
」
に
対
し
、
北
垣
の
政
治
姿
勢
は
官
僚
や

民
間
人
を
活
用
す
る
「
任
他
主
義
」
で
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
�
。
こ
う
し
た

北
垣
の
方
針
が
、
空
也
堂
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
社
会
で
高
ま
る
盆
行
事
再
開
の

声
を
京
都
府
が
受
け
い
れ
る
下
地
と
な
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
行
政
権
に
つ
い
て
の
意
識
の
変
化
で
あ
る
。【
史
料
５
】
に
も

「
宗
（
教
上
）
之
法
会
」
で
あ
る
以
上
、「
行
政
上
差
障
無
之
上
ハ
、
可
差
止
筋

ニ
モ
無
之
モ
ノ
」
と
あ
り
、
実
害
が
あ
る
わ
け
で
も
な
い
か
ら
、
本
来
で
あ
れ
ば

禁
止
す
る
に
は
及
ば
な
い
と
い
う
京
都
府
職
員
の
認
識
で
あ
る
。
こ
う
し
た
認
識

は
府
政
の
場
の
み
な
ら
ず
、
民
権
運
動
の
展
開
も
あ
っ
て
民
間
に
も
次
第
に
広
が
っ

て
い
た
と
見
え
て
、『
京
都
滋
賀
新
報
』
の
「
社
説
」
で
も
「
明
治
五
年
ノ
頃
政

府
職
分
ノ
区
域
未
ダ
今
日
ノ
如
ク
判
明
セ
ザ
ル
時
節
ニ
於
テ
ハ
強
チ
咎
ム
ル
能
ハ

ズ
ト
ハ
云
へ
其
諭
達
告
示
ニ
止
メ
ズ
シ
テ
令
停
止
ト
ノ
厳
達
ア
リ
シ
ハ
亦
関
渉
ノ

過
ギ
タ
ル
ヨ
リ
致
セ
ル
ガ
如
�
」
と
あ
る
。
そ
れ
故
、「
政
府
職
分
ノ
区
域
上
ヨ

（　
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リ
判
別
シ
テ
之
ガ
取
消
ヲ
達
セ
ラ
レ
シ
」
も
の
で
あ
ろ
う
と
述
べ
�
。
つ
ま
り
、

禁
止
は
行
き
過
ぎ
で
あ
っ
た
と
い
う
認
識
は
府
・
民
間
の
両
方
で
あ
っ
た
。
こ
う

し
た
な
か
、
京
都
府
と
し
て
も
円
滑
に
府
政
を
進
め
て
い
く
た
め
に
も
「
取
消
」

と
い
う
決
断
は
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　

お
わ
り
に

　

京
都
市
下
京
区
真
町
に
お
い
て
、「
地
蔵
会
」
が
再
開
さ
れ
た
の
が
明
治
一
六

年
（
一
八
八
三
）
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
き
っ
か
け
は
同
年
七
月
の
京
都
府
に
よ

る
盆
行
事
停
止
に
か
か
る
布
達
の
「
取
消
」
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
「
取
消
」

の
背
景
に
は
空
也
堂
か
ら
の
念
仏
行
事
実
施
願
い
が
あ
っ
た
こ
と
、
そ
の
申
請
を

受
理
す
る
に
あ
た
っ
て
京
都
府
と
し
て
整
合
性
を
と
る
た
め
に
は
布
達
の
「
取
消
」

が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

本
稿
で
明
ら
か
に
し
え
た
こ
と
は
、
以
上
の
僅
か
な
事
実
に
す
ぎ
な
い
。
京
都

府
以
外
の
府
県
で
同
様
の
方
針
転
換
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
、「
地
蔵
会
」
な
ど

が
同
時
期
に
実
際
に
他
の
地
域
で
復
興
し
て
い
る
か
、
他
の
盆
行
事
は
具
体
的
に

ど
う
だ
っ
た
の
か
な
ど
、
本
来
で
あ
れ
ば
検
討
す
べ
き
事
柄
の
多
く
は
今
後
の
課

題
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
と
京
都
府
に
限
定
す
れ
ば
、
明
治
一
六
年
（
一
八
八
三
）

の
京
都
府
に
よ
る
方
針
転
換
が
社
会
に
与
え
た
影
響
は
大
き
か
っ
た
と
い
う
可
能

性
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
明
治
初
年
に
権
力
が
、
盆
行
事
と
そ
れ
に
伴
う
盆
踊

り
や
六
斎
念
仏
な
ど
、
新
年
と
並
ぶ
重
要
な
年
中
行
事
を
禁
圧
し
た
こ
と
が
与
え

（　

）
28る

奈良大学大学院研究年報　第��号（����年）

��　���

�

���



た
社
会
的
な
衝
撃
は
小
さ
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
筈
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
明
治

一
六
年
甲
七
二
号
布
達
の
起
案
文
書
に
も
「
昨
年
ナ
ト
ハ
已
ニ
続
々
執
行
候
ヲ
見

受
候
」
と
あ
り
、
実
態
と
し
て
は
明
治
一
六
年
（
一
八
八
三
）
以
前
に
も
次
第
に

盆
行
事
が
再
開
さ
れ
は
じ
め
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
黙
認
と
公
認
は
質
の
異
な

る
問
題
で
あ
る
。
こ
の
方
針
が
公
式
に
京
都
府
知
事
北
垣
国
道
の
名
前
で
布
達
に

よ
っ
て
取
り
消
さ
れ
た
と
い
う
事
実
は
、
府
民
の
意
識
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え

た
と
思
わ
れ
る
。

　

例
え
ば
、『
京
都
滋
賀
新
報
』
の
「
社
説
」
で
は
、「
甲
第
七
十
二
号
ノ
布
達
ハ

実
ニ
其
当
ヲ
得
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
ト
信
ズ
レ
ド
モ
」
と
し
つ
つ
も
、
次
の
よ
う
な
影

響
へ
の
懸
念
を
述
べ
て
い
る
。

　

又
其
自
由
ヲ
喜
ブ
ノ
余
リ
遂
ニ
官
庁
ニ
於
テ
ハ
前
ニ
禁
止
セ
シ
ノ
非
ヲ
悟
リ

之
ヲ
取
消
サ
レ
タ
ル
ナ
リ
ト
ノ
妄
感
ヲ
起
シ
官
庁
ヨ
リ
妄
誕
無
稽
ノ
事
ニ
信
憑

ヲ
付
ス
ル
ガ
如
キ
傾
向
ヲ
生
ジ
為
メ
ニ
禁
止
ノ
前
ヨ
リ
モ
一
層
盛
ナ
ラ
シ
ム
ル

モ
ノ
ナ
リ
（
下
�
）

　

こ
こ
で
は
、
近
代
の
メ
デ
ィ
ア
ら
し
く
啓
蒙
的
視
点
か
ら
、
朝
令
暮
改
の
印
象

を
行
政
が
あ
た
え
る
こ
と
や
、
盂
蘭
盆
会
復
活
に
あ
た
っ
て
「
悪
弊
」
が
再
び
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
な
ど
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
む
し
ろ
本
稿
の

関
心
か
ら
い
え
ば
、
布
達
の
と
ら
え
ら
れ
方
に
注
意
し
た
い
。「
社
説
」
で
は
、

官
庁
が
「
禁
止
セ
シ
ノ
非
ヲ
悟
リ
」「
妄
誕
無
稽
ノ
事
ニ
信
憑
ヲ
付
ス
ル
」
よ
う

に
受
け
と
め
ら
れ
な
い
か
と
論
じ
て
い
る
。
こ
う
し
た
懸
念
が
語
ら
れ
た
裏
に
は
、

多
く
の
府
民
が
「
取
消
」
の
布
達
を
、
盆
行
事
に
と
ど
ま
ら
ず
、
従
来
の
民
俗
行

事
に
「
信
憑
ヲ
付
」
す
と
捉
え
、
近
代
化
に
関
す
る
諸
政
策
を
取
り
消
す
方
向
転

（　

）
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換
で
あ
る
と
受
け
止
め
つ
つ
あ
っ
た
現
状
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
布
達
が
も
た
ら
し
た
波
紋
は
予
想
以
上
に
広
が
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

例
え
ば
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
に
神
体
が
私
祭
の
仏
像
と
見
な
さ
れ
て
相
国

寺
塔
頭
へ
の
移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
首
途
八
幡
宮
（
現
・
京
都
市
上
京
区
）
が
、

明
治
一
七
年
（
一
八
八
四
）
に
「
威
徳
堂
」
と
称
す
る
仏
堂
と
し
て
再
興
さ
れ
、

再
び
神
社
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
過
程
を
詳
細
に
明
ら
か
に
し
た
村
山
弘
太
郎
は
、

「
首
途
八
幡
宮
以
外
に
も
明
治
一
七
年
に
再
興
や
復
興
を
遂
げ
る
小
社
が
数
社
確

認
で
き
る
」
と
指
摘
し
、「
明
治
一
七
年
」
の
意
義
に
注
目
し
て
い
�
。
村
山
は

他
の
事
例
も
明
ら
か
に
し
た
上
で
の
検
討
課
題
と
す
る
慎
重
な
姿
勢
を
と
っ
て
い

る
が
、
恐
ら
く
こ
う
し
た
復
興
も
本
稿
で
見
て
き
た
よ
う
な
明
治
一
六
年
（
一
八

八
三
）
の
布
達
を
方
向
転
換
と
見
た
人
び
と
の
い
ち
早
い
反
応
と
い
え
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
同
様
の
事
例
は
今
後
、
さ
ら
に
注
意
し
て
い
け
ば
見
つ
か
る
も

の
と
思
わ
れ
�
。

　

折
し
も
、
明
治
一
四
年
（
一
八
八
一
）
に
岩
倉
具
視
が
旧
慣
保
存
を
訴
え
、
衰

退
し
た
京
都
御
所
の
保
全
を
主
張
し
、
保
勝
会
の
活
動
も
始
ま
っ
て
い
く
。
賀
茂

祭
・
石
清
水
祭
の
旧
儀
再
興
を
岩
倉
が
訴
え
、
再
興
さ
れ
る
の
が
明
治
一
七
年

（
一
八
八
四
）
の
こ
と
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
岡
倉
天
心
と
京
都
・
奈
良
の
寺
院
が
所

蔵
す
る
美
術
品
の
調
査
を
し
た
臨
時
全
国
宝
物
調
査
が
行
わ
れ
た
の
も
こ
の
年
の

こ
と
�
。

　

こ
の
よ
う
に
、
京
都
が
「
伝
統
」
へ
の
回
帰
を
指
向
し
始
め
る
時
期
に
出
さ
れ

た
明
治
一
六
年
（
一
八
八
三
）
の
盆
行
事
禁
止
取
消
の
布
達
は
、
地
域
社
会
が
身

近
な
「
伝
統
」
を
意
識
的
に
再
興
し
は
じ
め
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
で
は
な
い

（　
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だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
に
見
た
と
き
、
明
治
一
六
年
（
一
八
八
三
）
の
盆
行
事
禁
止
を
取
り

消
す
布
達
が
出
さ
れ
た
こ
と
は
、
近
代
に
お
け
る
京
都
の
民
俗
や
社
会
意
識
に
と
っ

て
も
大
き
な
事
件
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

注（
１
）
山
路
興
造
「
京
都
の
盆
行
事
」（
山
路
興
造
『
京
都
芸
能
と
民
俗
の
文
化
史
』
思
文

閣
出
版
、
二
〇
〇
九
年
）

（
２
）
二
〇
一
四
年
一
一
月
選
定
。「
京
都
を
つ
な
ぐ
無
形
文
化
遺
産
」
は
、
定
義
や
保
存

団
体
な
ど
が
必
ず
し
も
明
確
で
な
く
、
現
行
の
文
化
財
関
連
法
で
は
文
化
財
と
し
て

の
指
定
が
難
し
い
も
の
を
対
象
と
し
た
京
都
市
独
自
の
制
度
。

（
３
）
伏
見
の
ま
ち
づ
く
り
を
か
ん
が
え
る
研
究
会
・
子
ど
も
の
生
活
空
間
研
究
グ
ル
ー
プ

編
『
子
育
て
の
町
・
伏
見
―
酒
蔵
と
地
蔵
盆
』（
都
市
文
化
社
、
一
九
八
七
年
）、
大

谷
栄
一
編
『
京
都
の
盆
行
事
を
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
す
る 
佛
教
大
学
社
会
学
部
現

代
社
会
学
科
大
谷
ゼ
ミ
調
査
報
告
書　

一
〜
三
』（
佛
教
大
学
社
会
学
部
現
代
社
会

学
科
大
谷
研
究
室
、
二
〇
一
一
〜
二
〇
一
三
年
）、
京
都
の
「
地
蔵
」
信
仰
と
地
蔵

盆
を
活
か
し
た
地
域
活
性
化
事
業
実
行
委
員
会
編
「
京
都
の
『
地
蔵
』
信
仰
と
地
蔵

盆
を
活
か
し
た
地
域
活
性
化
事
業
報
告
書　

平
成
二
五
年
度
・
平
成
二
六
年
度
』（
京

都
の
「
地
蔵
」
信
仰
と
地
蔵
盆
を
活
か
し
た
地
域
活
性
化
事
業
実
行
委
員
会
発
行
、

二
〇
一
四
年
、
二
〇
一
五
年
）、
ふ
る
さ
と
の
良
さ
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
会
編
『
京
山
科
の
お
地
蔵
さ
ん
―
山
科
の
地
蔵
・
地
蔵
盆
調
査
報
告
書
』（
ふ

る
さ
と
の
良
さ
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
会
発
行
、
二
〇
一
五
年
）

（
４
）
林
英
一
『
地
蔵
盆
―
受
容
と
展
開
の
様
式
』（
初
芝
文
庫
、
一
九
九
七
年
）

（
５
）
林
英
一
「
明
治
政
府
の
近
代
化
政
策
と
地
蔵
盆
」（『
日
本
民
俗
学
』
二
五
五
号
、
二

〇
〇
八
年
）

（
６
）『
京
都
町
触
集
成
』
第
一
三
巻
一
四
八
六
号

（
７
）
以
下
の
論
旨
に
も
深
く
関
わ
る
史
料
の
た
め
、『
明
治
五
年 
京
都
府
布
令
書 
二 
明

治
五
年
自
五
月
至
十
一
月
』（
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
て
閲
覧
）
に
よ
り
、

該
当
布
達
の
全
文
を
挙
げ
る
。

第
百
五
十
七
号

従
来
之
流
弊
七
月
十
五
日
前
後
を
以
而
盂
蘭
盆
会
と
称
し
、
精
霊
迎
霊
祭
抔
迚
、

未
だ
熟
せ
さ
る
菓
穀
を
采
て
仏
ニ
供
し
腐
敗
し
易
き
飲
食
を
作
而
人
ニ
施
し
、
或

は
送
り
火
と
号
し
て
無
用
之
火
を
流
し
、
或
ハ
川
施
餓
鬼
・
六
斎
念
仏
・
歌
念
仏

な
と
無
謂
事
共
を
執
行
し
、
或
は
六
道
之
迷
を
免
る
迚
、
堂
塔
ニ
一
夜
を
明
し
、

又
は
千
日
之
功
徳
ニ
充
る
と
て
之
か
為
に
数
里
之
歩
を
運
ふ
等
畢
竟
悉
く
無
稽
之

謬
説
付
会
之
妄
誕
に
し
て
、
且
追
々
文
明
ニ
進
歩
す
る
児
童
之
惑
を
も
生
し
候
事

ニ
付
、
自
今
一
切
令
停
止
候
事

右
之
通
管
内
無
洩
相
達
る
も
の
也

　

壬
申
七
月
八
日

　
　
　
　
　
　

京
都
府

な
お
、
し
ば
し
ば
「
地
蔵
」
の
撤
去
を
廃
仏
毀
釈
と
の
関
係
で
語
ら
れ
る
こ
と
が
あ

る
が
、
実
際
に
「
地
蔵
」
撤
去
の
布
達
が
出
さ
れ
る
の
は
維
新
政
権
成
立
直
後
で
は

な
く
、
激
し
い
廃
仏
毀
釈
が
沈
静
化
し
て
い
る
明
治
四
〜
五
年
（
一
八
七
一
〜
二
）

で
あ
る
。
安
丸
良
夫
が
い
う
よ
う
に
開
化
主
義
に
よ
る
も
の
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う

（
安
丸
良
夫
「
近
代
転
換
期
に
お
け
る
宗
教
と
国
家
」『
安
丸
良
夫
集　

第
三
巻　

宗
教
と
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
三
年
）。

（
８
）
安
丸
良
夫
「
文
化
の
戦
場
と
し
て
の
民
俗
」（『
安
丸
良
夫
集　

第
六
巻　

方
法
と
し

て
の
思
想
史
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
三
年
）

（
９
）
京
都
府
立
総
合
資
料
館
蔵
の
真
町
文
書
（
甲
）
に
万
延
元
年
（「
真
町
文
書
・
甲
」

4
4
9
）、
文
久
元
年
（
同
4
5
2
）
の
入
用
帳
、
慶
応
元
年
（
同
4
5
1
）
の
供

物
帳
が
あ
る
。
以
下
、
真
町
文
書
に
つ
い
て
は
、
所
蔵
を
略
し
、
所
蔵
機
関
が
付
し
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た
文
書
番
号
の
み
記
す
。　

（　

）
真
町
文
書
（
甲
）
1
3
9
6
（
2
）

10
（　

）
こ
こ
で
い
う
「
御
千
度
」
と
は
、
町
内
一
同
が
集
団
で
氏
神
に
参
詣
す
る
行
事
の
こ

11

と
。
京
都
の
「
御
千
度
」
に
つ
い
て
は
、
野
地
秀
俊
「
京
都
『
御
千
度
』
考
」（『
京

都
市
政
史
編
さ
ん
通
信
』
第
二
六
号
、
二
〇
〇
六
年
七
月
）
を
参
照
。

（　

）
真
町
文
書
（
甲
）
1
3
9
6
（
1
）

12
（　

）
真
町
文
書
（
甲
）
2
5
0

13
（　

）『
明
治
十
六
年 
京
都
府
布
令
書
（
布
達
）　

明
治
十
六
年
自
六
月
至
十
二
月
』（
近
代

14

デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
て
閲
覧
）

（　

）「
府
県
史
料
」（『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
』
第
二
一
巻
、
三
一
書
房
、
一
九
七
九

15

年
）
に
は
、
多
数
の
府
県
に
よ
る
風
俗
習
慣
を
規
制
す
る
布
達
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
こ
う
し
た
規
制
に
つ
い
て
は
、
安
丸
良
夫
「
民
俗
の
変
容
と
�
藤
」（『
安
丸

良
夫
集　

第
四
巻　

近
代
化
日
本
の
深
層
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
三
年
）
が
あ
る
。

（　

）
前
掲
、
安
丸
良
夫
「
近
代
転
換
期
に
お
け
る
宗
教
と
国
家
」。
実
際
、
明
治
五
年
（
一

16

八
七
二
）
の
布
達
で
は
、
盂
蘭
盆
会
な
ど
を
「
無
稽
ノ
謬
説
」
な
ど
と
切
り
捨
て
、

「
文
明
ニ
進
歩
ス
ル
児
童
ノ
惑
ヲ
モ
生
シ
」
る
と
進
歩
主
義
の
立
場
か
ら
批
判
し
て

い
る
。

（　

）「
甲
号
達
書
」
京
都
府
庁
文
書　

明
治　

‐
９
（
京
都
府
立
総
合
資
料
館
蔵
）

17

16

（　

）「
空
也
堂
雑
件
綴
」（
芸
能
史
研
究
会
編
『
京
都
の
六
斎
念
仏
』
京
都
市
文
化
観
光
資

18

源
保
護
財
団
発
行
、
一
九
八
二
年
）

（　

）「
上
鳥
羽
橋
上
鉦
講
中
共
有
文
書
」。
な
お
前
掲
『
京
都
の
六
斎
念
仏
』
に
も
同
文
書

19

の
翻
刻
が
あ
る
が
、
第
三
条
を
欠
く
不
正
確
な
も
の
な
の
で
、
こ
こ
で
は
京
都
市
歴

史
資
料
館
架
蔵
写
真
帳
に
よ
っ
た
。

（　

）
田
中
緑
紅
『
緑
紅
叢
書　

第
三
年
第
二
輯
第
二
六
輯　

六
斉
念
仏
と
六
斉
踊
』（
京

20

を
語
る
会
、
一
九
五
九
年
）。
芸
能
史
研
究
会
編
『
京
都
の
六
斎
念
仏
』（
京
都
市
文

化
観
光
資
源
保
護
財
団
発
行
、
一
九
八
二
年
）
に
も
所
収
さ
れ
て
い
る
が
、
空
也
堂

の
原
本
が
不
明
だ
っ
た
た
め
田
中
緑
紅
の
書
物
か
ら
転
載
し
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ

て
い
る
。
な
お
、
芸
能
史
研
究
会
編
『
京
都
の
六
斎
念
仏
』
で
は
、
出
典
の
書
名
を

「
田
中
緑
紅
著
『
六
斎
念
仏
』」
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。

（　

）『
京
都
滋
賀
新
報
』
明
治
一
六
年
七
月
二
九
日
。
な
お
振
り
仮
名
は
省
略
し
た
。

21
（　

）『
京
都
滋
賀
新
報
』
明
治
一
六
年
八
月
一
九
日

22
（　

）
な
お
、
地
蔵
撤
去
が
命
じ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、「
地
蔵
ハ
最
寄
の
寺
院
に
送
り
又

23

ハ
各
町
の
路
次
等
に
秘
め
あ
り
し
が
」
と
あ
る
こ
と
に
も
注
意
し
た
い
。
現
在
、
京

都
の
町
で
し
ば
し
ば
見
か
け
る
路
地
奥
に
安
置
さ
れ
た
地
蔵
堂
は
、
明
治
初
年
以
降

の
も
の
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

（　

）
前
掲
林
英
一
「
明
治
政
府
の
近
代
化
政
策
と
地
蔵
盆
」

24
（　

）
橋
本
章
は
、「
こ
こ
か
ら
は
推
測
に
な
る
の
だ
が
」
と
断
っ
た
う
え
で
、「
地
蔵
祭
」

25

と
い
う
呼
称
を
「
地
蔵
盆
」
と
改
め
て
「
土
俗
的
な
側
面
を
極
力
廃
し
た
行
事
内
容
」

と
し
て
盆
行
事
の
一
部
に
組
み
込
む
こ
と
で
、
行
事
は
断
絶
す
る
こ
と
な
く
命
脈
を

保
つ
こ
と
が
出
来
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
（『
近
江
の
年
中
行
事
と
民
俗
』
サ
ン

ラ
イ
ズ
出
版
、
二
〇
一
二
年
）。
橋
本
が
フ
ィ
ー
ル
ド
と
す
る
滋
賀
県
に
つ
い
て
は

見
解
を
も
た
な
い
が
、
こ
と
京
都
に
関
す
る
限
り
逆
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
明
治
五

年
（
一
八
七
二
）
に
禁
止
さ
れ
た
地
蔵
会
は
、
明
治
一
六
年
（
一
八
八
三
）
の
「
盂

蘭
盆
会
」
の
禁
止
取
消
に
と
も
な
い
、
盆
行
事
の
一
環
と
し
て
復
活
を
遂
げ
る
。
こ

の
過
程
で
「
地
蔵
盆�

」
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（　

）
秋
元
せ
き
「
北
垣
国
道
と
『
任
他
主
義
』（laissez-faire

）
に
つ
い
て
」（『
京
都
市

26

歴
史
資
料
館
紀
要
』
第
一
三
号
、
一
九
九
六
年
）、
加
藤
博
史
「
京
都
府
知
事
槇
村
・

北
垣
の
一
断
面
」（『
京
都
市
歴
史
資
料
館
紀
要
』
第
五
・
六
号
、
一
九
八
九
年
）

（　

）『
京
都
滋
賀
新
報
』
明
治
一
六
年
八
月
四
日
「
社
説
」

27
（　

）
同
右

28
（　

）
同
右

29
（　

）
村
山
弘
太
郎
「
首
途
八
幡
宮
に
み
る
神
仏
分
離
と
再
興
」（『
京
都
民
俗
』
第
二
八
号
、

30

村上：近代京都における地蔵会の復興
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二
〇
一
一
年
）

（　

）
大
森
恵
子
は
相
楽
郡
に
明
治
一
七
年
の
盆
踊
り
歌
の
記
録
が
あ
る
と
報
告
し
て
い
る

31

（
大
森
恵
子
『
念
仏
芸
能
と
御
霊
信
仰
』
名
著
出
版
、
一
九
九
二
年
）。
あ
る
い
は
、

こ
う
し
た
資
料
も
盆
踊
り
復
活
に
あ
た
っ
て
整
理
さ
れ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

（　

）
高
木
博
志
『
近
代
天
皇
制
の
文
化
史
的
研
究
』（
校
倉
書
房
、
一
九
九
七
年
）

32
﹇
付
記
﹈
本
稿
は
、
二
〇
一
六
年
六
月
一
一
日
に
行
わ
れ
た
日
本
宗
教
民
俗
学
会

の
二
〇
一
六
年
度
大
会
に
て
行
っ
た
口
頭
報
告
を
も
と
に
し
て
い
る
。
席
上
、

多
く
の
方
か
ら
様
々
な
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。
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